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四
六

目
的
論
的
、
表
現
的
、
辮
謹
法
的
（
承
前
）高

　
山

岩
　
男

　
　
　
　
　
　
十
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
理
論
理
性
に
よ
る
認
識
の
鎮
域
に
於
て
は
所
謂
経
験
の
醤
象
だ
る
『
自
然
』
が
媒
介
の
原
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
必
然
的
且
不
可
敏
の
契
機
を
な
す
に
醤
し
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
實
践
理
性
に
よ
る
行
爲
の
鎮

域
に
於
て
は
か
、
る
契
機
は
存
せ
す
又
必
要
と
も
せ
す
、
實
賎
理
性
は
軍
に
直
接
直
な
る
所
に
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

來
的
な
特
色
を
有
す
る
。
『
行
爲
の
あ
ら
ゆ
る
滋
雨
的
橿
値
の
本
質
を
な
す
も
の
は
、
道
徳
律
が
直

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

接
に
意
志
を
規
定
す
る
事
で
あ
る
』
（
O
霧
～
く
（
・
蓬
並
向
島
回
。
註
＄
蜂
艶
。
ぎ
⇒
づ
N
。
襟
3
号
二
、
療
養
憂
鷺
巳
く
。
ヨ
一
暮

壼
二
陣
9
ジ
魯
湊
身
ω
一
副
δ
ゑ
ぎ
ぎ
Q
窪
簿
N
⇔
一
話
葬
・
ぬ
ぴ
禁
色
；
ノ
く
凶
ま
嶺
ぽ
銭
［
三
ご
。
）
。
理
論
理
性
は
本
性
上
媒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

介
的
の
も
の
で
あ
っ
て
前
節
に
論
じ
た
如
く
表
現
的
構
造
を
有
つ
も
の
で
あ
る
が
、
實
践
理
性
は

本
性
上
軍
に
直
接
的
で
あ
っ
て
本
志
媒
介
朗
な
る
表
現
的
構
造
は
道
．
徳
の
優
界
に
存
す
る
こ
と

を
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
○
表
現
的
な
る
も
の
は
箪
に
直
接
酌
な
る
因
果
酌
並
び
に
有
機
的
目

的
論
的
な
る
も
の
よ
り
癌
溺
さ
れ
た
。
今
や
實
践
理
性
に
よ
る
道
徳
的
病
身
は
再
び
直
接
的
で
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あ
る
。
併
し
共
に
直
接
的
で
あ
り
乍
ら
こ
の
三
者
が
全
く
本
質
を
異
に
し
て
簾
密
に
腿
別
さ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
因
果
的
並
び
に
有
機
的
合
目
朗
々
な
る
も
の
は
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

ト
の
言
葉
を
用
ひ
れ
ば
野
性
的
の
も
の
で
あ
り
、
之
に
甥
し
て
溢
徳
的
行
爲
的
の
も
の
は
超
戚
牲

へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
所
謂
叡
智
的
の
も
の
で
あ
る
。
二
間
は
帥
ち
超
増
強
的
の
事
柄
に
外
な
ら
な
い
。
　
カ
ン
峯
が

旨
的
内
容
的
道
徳
を
實
蹟
理
性
よ
り
聖
意
す
る
所
以
も
此
に
存
す
る
で
あ
ら
う
。
無
論
滋
徳
の

領
域
に
も
何
等
か
の
意
昧
に
於
け
る
事
實
は
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
道
徳

律
の
存
立
が
か
、
る
事
實
で
あ
る
。
併
し
か
、
る
事
實
と
は
、
假
倉
経
験
に
如
實
に
實
現
せ
ら
れ

ざ
る
も
の
と
は
云
へ
、
實
ば
先
天
的
に
意
識
せ
ら
れ
必
然
的
に
確
實
性
の
明
謹
を
伴
ふ
純
輝
理
性

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
事
實
、
郎
ち
當
爲
の
膿
瞼
そ
の
も
の
に
外
な
ら
訟
の
で
あ
っ
て
、
之
は
認
識
の
場
合
に
於
け
る
如

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
客
観
的
な
る
事
實
郎
ち
表
現
と
は
異
る
。
理
論
理
性
の
肖
畳
は
膚
然
な
る
表
現
の
事
實
の
解

鐸
を
媒
介
し
て
達
せ
ら
れ
た
。
實
践
理
性
に
は
か
、
る
溢
は
一
切
原
理
的
に
絶
晦
れ
て
み
る
○

『
純
輝
理
性
批
判
』
に
は
事
實
の
黙
り
所
と
し
て
肖
然
科
學
の
手
引
き
が
存
し
た
。
『
實
践
理
性
批

制
』
に
は
如
何
な
る
手
引
き
も
な
い
、
又
如
何
な
る
手
引
き
を
も
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
（
マ
ー
川
ブ

ル
ク
學
涙
の
如
く
隆
然
科
學
に
封
癒
し
て
法
律
科
學
を
考
ふ
る
立
場
は
カ
ン
ト
の
興
意
を
全
く

誤
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
然
ら
ば
『
實
践
理
性
批
鋼
』
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
窺
酌
論
的
、
糞
現
的
、
舞
讃
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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鰯
八

そ
れ
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
け
る
如
き
理
性
の
慮
己
省
察
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

何
と
な
れ
ば
青
森
理
性
は
表
現
－
解
膵
的
構
造
を
有
淀
す
、
そ
れ
を
超
越
す
る
か
ら
で
あ
る
Q
カ
ン

ト
に
よ
れ
ば
『
實
践
理
性
批
鯛
』
は
、
そ
し
て
叉
一
般
に
絶
野
・
的
叡
智
濁
な
る
も
の
を
内
容
と
す
る

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
コ

學
郎
ち
形
而
上
學
は
『
要
急
』
（
勺
○
。
a
再
臨
「
暮
）
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
道
徳
は
知
の
事
柄
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

信
の
事
柄
に
害
す
る
。
道
徳
は
表
象
的
昆
認
識
の
事
柄
で
な
く
直
接
的
な
決
断
暴
行
爲
の
事
柄
で

あ
る
。
感
風
の
學
は
行
爲
を
表
象
的
－
認
識
の
立
場
に
抽
象
還
元
す
る
事
を
許
さ
ぬ
。
行
爲
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
ま
～
行
爲
と
七
て
保
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
こ
、
に
學
は
要
講
と
な
る
。
カ
ン
ト
は
知
と
し

て
因
果
－
實
騰
的
範
疇
に
立
脚
す
る
謝
象
形
弼
上
學
を
否
定
し
、
理
性
の
表
現
的
構
造
を
明
か
に
す

る
と
同
蒔
に
こ
の
立
場
を
も
越
え
て
、
形
醸
上
學
を
淀
や
要
請
と
し
て
の
み
許
容
す
る
立
場
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
た
。
之
は
何
を
意
昧
す
る
か
0
1
一
此
に
我
々
は
表
現
的
な
る
も
の
の
制
限
の
問
題
に
際
會
す

る
と
共
に
、
哲
學
の
極
め
て
重
大
な
る
原
麗
的
問
題
に
遭
遇
す
る
。

誰
　
カ
ン
｝
ほ
感
性
的
内
容
奄
瓦
て
快
轍
㎎
或
は
幸
｛
繍
と
考
へ
糞
Q
鞭
燃
㍑
或
は
幸
…
爾
．
か
一
品
域
に
欲
求
の
満
…
灘
に
俘
ふ
押
脚
幣
唱
歌
能
脚
ぐ
、
有
灘
門
的
海
的
愚
醐
川
附
織
…
拙
鳩
の

　
も
の
な
ろ
事
ぽ
云
ふ
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
。
カ
ン
ト
並
び
に
在
來
一
毅
の
倫
理
卜
者
が
多
く
快
樂
と
墾
騒
と
を
涯
鯛
ゼ
す
、
或
は
侠
樂
や
幸
編
等
と
名
付

　
け
ら
れ
ろ
下
命
の
歌
況
を
綿
密
に
醸
心
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
な
明
か
に
す
る
事
が
な
か
つ
乳
の
に
甚
だ
逡
麗
な
事
と
云
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ア
サ
ス
峯
テ

　
レ
ス
が
既
に
快
畢
為
三
種
、
極
甥
し
六
事
ぽ
周
知
の
事
で
あ
ら
う
。
快
樂
幸
羅
の
種
々
な
る
本
質
を
明
か
に
ず
る
事
に
よ
っ
て
形
式
主
義
と
快
樂
主
義
或
ぱ

　
識
薦
設
と
幸
礪
観
の
避
く
譲
れ
る
戯
論
的
近
心
纏
潰
滅
す
る
の
で
あ
る
。
後
に
釜
っ
て
こ
の
問
題
に
鯛
れ
ろ
事
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
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カ
ン
｝
が
實
践
理
性
に
表
現
的
確
造
を
許
さ
す
、
寧
ろ
表
現
的
構
造
を
超
越
し
π
も
の
と
す
る

漕
極
的
麗
由
は
、
電
飾
の
絡
b
に
論
じ
た
如
く
、
表
現
的
野
係
に
於
て
は
理
性
は
縄
封
的
完
結
的
普

遍
性
に
潔
し
得
な
い
と
云
ふ
事
態
に
存
す
る
。
蒲
も
雑
輩
理
性
は
本
性
上
絶
甥
的
完
結
的
普
遍

性
を
要
求
し
、
こ
の
事
は
遊
徳
納
行
爲
に
於
け
る
當
爲
の
騰
験
に
直
謹
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
の
が
そ

の
積
極
的
理
由
で
あ
る
。
f
元
亨
表
現
は
了
解
せ
ら
る
、
限
う
に
撃
て
表
現
で
あ
る
。
自
然
は

そ
れ
が
解
馳
せ
ら
る
、
限
り
に
於
て
表
現
で
あ
り
、
叉
表
現
な
る
事
が
知
ら
れ
る
○
禽
然
に
は
如

何
に
し
て
も
理
性
の
表
現
と
は
解
癒
し
得
す
、
寧
ろ
理
性
が
そ
こ
に
於
て
慮
己
を
客
観
化
す
る
客

観
的
超
越
的
残
墓
と
し
て
の
物
肖
膿
が
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
淀
。
併
し
膚
然
が
か
く
解
鐸
さ

れ
る
限
り
に
於
て
表
現
で
あ
る
と
云
ふ
事
態
は
反
面
よ
り
見
れ
ば
、
理
性
は
π
㎏
騒
然
に
表
現
さ

る
、
限
う
に
於
て
の
み
認
識
さ
れ
る
と
云
ふ
事
態
を
現
す
。
客
概
化
せ
ら
れ
ざ
る
限
蚕
理
性
の

或
は
先
験
的
主
観
の
實
相
は
永
遠
に
認
識
さ
れ
よ
う
が
な
い
○
こ
、
に
表
現
的
な
る
も
の
の
本

質
と
同
時
に
限
界
が
存
す
る
の
で
あ
る
○
そ
れ
故
事
然
の
普
遍
酌
聖
蹟
暦
仁
ち
理
性
は
常
に
相

甥
的
普
遍
性
を
有
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
解
輝
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
理
性
の
そ
の

時
々
に
於
け
る
普
遍
性
が
絶
勢
的
な
る
事
を
保
謹
す
「
る
理
論
の
滋
は
永
久
に
又
何
事
に
も
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
い
の
で
あ
る
。
『
純
輝
理
性
批
判
』
は
相
醤
主
義
に
騰
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
否
　
般
に
理

　
　
　
鼠
的
論
的
、
糞
現
的
、
舞
謹
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
へ

論
理
性
の
表
象
－
認
識
的
立
場
に
立
つ
限
わ
、
絶
樹
主
義
を
保
讃
す
る
原
理
は
あ
り
得
す
、
理
論
の
立

場
は
必
然
相
調
主
義
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
理
論
の
立
場
に
於
て
絶
群
主
義
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
者
は
表
現
子
馬
係
を
排
除
し
て
古
き
拳
闘
的
な
賓
膿
的
下
記
に
蓮
戻
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
け
れ
ば
な
ら
譲
。
換
言
す
れ
ば
先
験
的
主
脚
が
理
論
理
性
と
し
て
存
す
る
限
り
は
表
現
的
権

造
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
宮
畳
的
認
識
の
普
遍
性
は
椴
命
無
限
に
絶
謝
性
に
近
づ
く
も
の
で
あ
る

に
せ
よ
原
理
上
は
相
翻
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
l
l
然
る
に
か
、
る
無
限
過
程
性
を

超
越
し
、
覇
甥
的
普
逼
性
を
飛
躍
し
て
直
接
に
絶
醤
的
普
遍
性
に
達
す
る
も
の
は
カ
ン
ト
に
よ
れ

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
へ

ば
道
徳
的
行
爲
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
絶
馳
駅
普
遍
性
な
る
事
を
保
謹
す
る
も
の
は
實
践
理

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

性
の
直
謹
的
事
々
師
ち
道
徳
的
當
爲
の
騰
験
で
あ
る
。
之
が
信
そ
の
も
の
に
外
な
ら
澱
。
先
験

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
主
槻
は
實
践
理
性
と
し
て
初
め
て
表
現
的
閣
係
を
揆
無
し
、
直
接
に
絶
饗
と
し
て
膚
ら
を
現
す

の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
滋
徳
の
本
質
が
當
爲
に
よ
る
實
蹉
理
性
の
直
華
麗
に
存
す
る
事
は
何
人
も
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る

自
明
の
事
柄
で
あ
る
○
當
爲
の
騰
験
は
、
一
般
に
生
命
が
然
る
如
く
、
他
よ
り
説
明
し
導
き
出
す
事

の
不
可
能
な
る
根
源
的
な
事
柄
で
あ
る
。
か
、
る
當
爲
の
霊
験
に
難
せ
ざ
る
限
り
如
何
な
る
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

爲
も
眞
實
の
意
味
で
遣
徳
的
と
は
云
へ
な
い
。
當
爲
と
均
し
く
直
接
的
な
る
・
に
せ
よ
有
機
的
合



379

目
的
々
な
る
も
の
が
へ
例
へ
ば
附
託
を
求
め
傳
統
に
流
さ
れ
自
己
の
宮
圭
性
を
忘
れ
て
一
般
に
盲

験
す
る
如
き
行
爲
が
）
未
だ
溢
徳
的
と
云
ひ
得
ざ
る
は
か
、
る
野
史
の
膿
験
を
敏
く
が
故
で
あ
る
u

有
機
的
合
目
野
性
は
未
だ
表
現
的
な
ら
ざ
る
も
の
、
道
徳
は
表
現
的
性
格
を
超
越
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
表
現
的
国
勢
の
媒
介
性
を
越
え
て
再
び
颪
接
的
な
る
も
の
、
こ
、
に
道
徳
的
決
漸
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

び
に
行
爲
の
根
源
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
無
論
か
、
る
四
幅
の
朧
験
が
意
識
に
蔑
す
る
に
は
多

く
當
爲
の
實
現
を
阻
害
す
る
障
碍
が
必
要
で
あ
ら
う
。
意
識
が
一
般
に
圭
膿
客
贈
　
の
夕
立
境
位

に
湿
て
成
立
す
る
如
く
、
非
耳
蝉
的
の
も
の
に
會
し
て
當
爲
は
意
識
に
早
う
与
る
の
で
あ
る
。
　
併

し
之
は
實
践
的
意
識
と
し
て
理
論
的
な
る
表
象
的
意
識
と
は
根
本
的
に
異
る
○
カ
ン
ト
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

當
爲
と
は
絶
封
の
主
髄
即
ち
先
験
的
主
観
が
直
接
に
慮
己
を
限
定
す
る
所
に
成
立
す
る
と
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
理
論
麗
性
が
特
殊
に
膚
己
を
限
定
し
て
個
別
と
な
り
が
、
る
個
別
の
表
現

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
媒
介
し
て
無
限
の
過
程
に
於
て
欝
己
の
普
遍
に
還
志
す
る
に
甥
し
、
實
践
理
性
に
於
て
は
普
遍

が
端
的
に
薗
己
を
特
殊
に
限
定
す
る
。
先
験
的
主
槻
の
絶
暦
仁
普
遍
「
が
特
殊
的
主
槻
に
直
接
に

現
れ
た
瞬
聞
、
そ
れ
が
頭
勝
に
外
な
ら
な
い
。
理
論
理
性
も
實
賎
理
性
も
カ
ン
ト
の
云
ふ
如
く
根

源
に
於
て
は
同
一
の
理
性
で
あ
る
、
部
ち
先
験
的
主
観
で
あ
る
。
爾
理
性
は
唯
そ
の
顯
現
様
式
を

異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
前
者
は
表
象
的
認
識
に
、
後
者
は
意
志
的
窮
鼠
に
Q
一
－
表
象
的
認
識
の

　
　
　
肩
馬
論
的
、
表
環
的
、
舞
誼
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
嘗
學
研
究
第
二
頁
櫨
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
混
、
　

．
制
式
に
現
れ
元
先
験
｝
納
主
槻
・
師
ち
理
論
理
性
は
媒
介
醗
な
表
現
的
講
造
を
齎
一
つ
も
の
と
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

の
資
己
内
反
省
の
趨
畳
は
無
限
の
過
程
を
な
す
の
で
あ
る
。
表
現
納
關
係
は
本
属
上
時
間
酌
で

あ
る
○
否
疇
間
は
も
と
一
表
現
勢
閣
係
に
於
て
或
は
表
・
現
的
尻
割
と
共
に
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
因
果
－
實
騰
酌
暴
挙
も
交
互
規
定
的
－
冒
的
論
的
雄
蝶
も
未
だ
水
來
的
な
意
昧
に
於
け
る
時

閥
性
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。
無
論
時
間
の
三
様
態
た
る
過
去
現
在
末
來
が
槻
想
的
な
表
象
－

認
識
的
立
場
に
撃
て
眞
實
の
姿
を
呈
露
す
る
か
否
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
○
否
實
は
表
象
－
認
識

的
立
場
に
於
て
客
騰
の
超
越
性
が
失
は
し
め
ら
る
、
如
く
、
こ
の
立
場
よ
り
は
過
去
も
未
來
も
軍

な
る
記
憶
や
期
待
と
な
り
て
総
て
は
現
在
と
な
っ
て
了
ふ
の
で
あ
る
。
愚
去
と
男
望
に
墾
立
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

ぬ
現
在
は
最
早
や
現
在
と
は
云
ひ
得
す
、
聯
想
酌
な
表
象
」
認
識
酌
立
場
で
現
在
は
無
論
の
事
時
間

そ
の
も
の
が
眞
實
の
姿
を
顯
す
筈
は
な
い
Q
現
在
も
一
般
に
は
時
聞
も
生
命
の
實
践
朗
襟
態
に

於
て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
時
聞
は
生
命
の
表
現
的
構
造
に
即
し
て
初
め
て
考
へ
ら
れ
る
。
前

に
蓮
べ
た
如
く
か
、
る
生
命
の
表
現
難
事
造
を
認
識
的
立
場
に
映
し
た
も
の
が
所
謂
解
騨
學
的

立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
立
場
は
そ
れ
健
脚
に
過
去
的
響
胴
を
も
つ
も
の
と
云
へ
よ
う
。
『
純
騨
理
性

批
割
』
は
か
、
る
性
格
を
も
つ
實
験
的
二
二
學
で
あ
っ
た
。
理
論
理
性
は
か
、
る
性
格
に
於
て
時

闘
的
で
あ
る
。
　
之
そ
の
脅
畳
が
無
限
の
章
程
を
な
し
、
そ
の
普
遍
性
が
非
完
結
的
頻
麗
麗
普
遍
性
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な
る
所
以
で
あ
る
。
表
象
－
認
識
的
立
場
に
於
け
る
蒔
間
的
立
場
は
必
ず
枳
甥
主
義
で
あ
る
。
か

、
る
立
場
よ
り
茎
立
主
義
を
標
榜
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
初
め
よ
り
表
現
的
構
造
の
時
問
性
を

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

棄
て
、
非
時
間
釣
の
立
場
郎
ち
因
果
－
實
艦
卵
綴
は
目
的
論
的
立
場
に
逆
戻
り
す
る
よ
り
外
は
な

い
。
か
、
る
立
場
で
如
何
に
時
賜
を
説
く
に
せ
よ
，
そ
の
鶴
間
は
末
だ
眞
實
の
時
間
で
は
な
い
。

時
間
は
表
現
的
立
場
に
鞭
て
初
め
て
眞
實
の
時
間
と
し
て
現
れ
る
。
と
岡
時
に
認
識
的
な
解
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

學
的
立
場
は
叉
そ
の
當
然
の
蹄
結
と
し
て
時
間
的
過
悪
性
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
理
論

へ
　
ヘ
ロ

理
性
は
本
來
酌
に
時
間
的
で
あ
る
o
l
一
然
る
に
か
、
る
虚
聞
的
な
表
現
的
構
造
を
超
越
し
て
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

も
直
抽
按
的
な
る
も
の
は
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
憎
描
徳
的
行
爲
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
｛
貰
一
滴
理
幹
陣
は
超

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

時
事
的
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
白
糟
は
『
客
親
早
旦
憩
』
で
な
く
『
絶
謝
精
…
紳
』
で
あ
る
。

　
道
徳
は
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
歴
史
的
狡
展
を
超
脱
す
る
。
滋
徳
の
具
膿
的
内
容
態
に
は
歴
史
的

画
展
を
容
れ
る
徐
地
が
あ
る
に
せ
よ
、
遣
徳
そ
の
も
の
に
は
原
理
上
歴
史
的
褒
展
が
あ
る
可
き
馨

は
な
い
。
歴
史
的
粛
粛
は
超
歴
史
的
仁
徳
の
中
に
於
て
可
能
且
現
實
で
あ
る
。
理
論
理
性
は
そ

れ
膚
騰
に
顧
て
腿
史
的
獲
展
的
な
る
相
応
性
を
本
章
的
な
在
り
方
と
す
る
に
幽
し
白
痴
理
性
は

本
來
的
に
歴
史
的
螢
滋
強
な
魏
饗
性
を
藏
擾
に
超
越
し
て
絶
醤
的
で
あ
る
。
か
、
る
實
践
理
性

の
絶
心
性
を
保
擁
す
る
も
の
は
郎
ち
無
職
の
膿
験
に
暴
く
滋
徳
面
差
爲
に
風
な
ら
な
い
。
道
徳

　
　
　
負
的
論
的
、
糞
現
酌
、
魏
訟
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聡
慧
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哲
學
研
究
策
　
．
｝
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
殴

的
常
爲
と
は
カ
ン
ト
に
覧
て
先
鍵
田
主
観
の
絶
甥
的
普
遍
が
薩
仁
王
無
媒
介
的
に
特
殊
的
意
志

を
限
定
す
る
こ
と
を
意
昧
す
る
。
當
爲
の
直
面
が
滋
徳
を
し
て
客
観
的
精
紳
で
な
く
絶
甥
精
紳

な
る
こ
と
を
保
護
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
々
性
を
i
一
解
繹
學
的
立
場
よ
り
観
ら

れ
た
時
間
性
で
な
く
寝
溜
的
な
虫
聞
性
を
超
越
し
た
永
遠
の
現
在
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
○
こ

、
に
均
し
く
薩
接
的
で
何
等
か
の
意
味
で
時
間
を
離
れ
乍
ら
も
．
『
目
的
論
的
』
な
る
も
の
が
軍
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

非
時
間
的
で
あ
る
に
幽
し
、
『
超
表
現
的
』
な
る
道
徳
が
超
時
間
的
で
あ
る
の
相
違
が
存
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
1
一
併
し
乍
ら
か
、
る
實
践
に
よ
る
超
表
現
的
超
時
問
的
の
維
樹
令
普
遍
が
、
換
言
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

『
先
験
的
主
概
』
の
實
践
酌
標
式
に
在
る
『
絶
甥
精
紳
』
の
如
き
も
の
が
理
論
た
る
學
の
内
容
に
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

事
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
郎
ち
實
践
理
性
の
學
或
ひ
は
『
實
践
埋
性
批
判
』
は
如
何
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ

し
て
可
能
で
あ
る
か
。
理
論
理
性
は
本
職
時
問
的
表
現
的
の
も
の
と
し
て
そ
の
前
之
的
解
羅
學

た
ろ
『
純
粋
理
性
批
鋼
』
が
相
醤
主
義
的
な
る
は
當
然
で
あ
り
、
叉
そ
の
本
性
で
あ
る
。
し
か
し
『
實

躁
理
性
批
剣
』
は
か
、
る
も
の
で
め
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
而
も
そ
れ
は
何
等
か
の
意

味
で
理
論
た
る
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
理
論
や
學
は
解
迂
回
の
如
く
凡
て
を
認
識
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

場
に
還
元
し
映
し
出
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
○
何
と
な
れ
ば
か
く
す
る
と
き
、
行
爲
の
絶

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

釣
的
性
格
は
そ
の
ま
、
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
認
識
に
映
し
鵠
さ
れ
だ
行
爲
と
な
り
，
そ
の
絶
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甥
性
は
當
然
失
は
れ
て
相
聖
上
の
も
の
に
興
じ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
か
ら
。
表
象
的
認
識
に
於

て
は
唯
・
心
論
の
命
題
の
示
す
が
ま
、
に
客
層
の
超
越
性
は
見
失
は
れ
て
凡
て
内
在
化
さ
れ
る
如

く
、
解
繹
的
認
識
に
茂
て
は
御
難
の
絶
野
性
は
失
は
れ
て
、
絶
調
的
の
も
の
は
凡
て
相
甥
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
絶
甥
を
絶
世
と
し
て
保
持
す
る
立
場
は
實
践
で
あ
っ
て
認
識
で
は
な
い
。
認

識
に
於
て
は
一
i
そ
れ
が
上
騰
的
範
疇
に
よ
る
虚
構
に
基
く
も
の
で
な
き
限
り
i
如
何
な
る

も
の
と
雄
も
断
じ
て
縄
樹
下
で
は
な
い
。
無
論
こ
、
に
云
ふ
行
爲
も
實
践
も
た
や
滋
徳
的
の
も

の
に
限
る
。
か
、
る
滋
徳
的
行
爲
の
絶
野
性
を
そ
の
ま
、
に
、
何
等
認
識
の
立
場
に
還
元
せ
す
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
保
持
し
つ
、
學
の
内
容
た
ら
し
め
る
唯
一
可
能
の
途
は
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
要
請
の
途
に
外
な

ら
ぬ
の
で
あ
お
o
l

　
例
へ
ば
カ
ン
ト
の
倫
理
學
に
於
て
道
徳
律
の
實
傘
踊
蝶
で
あ
り
道
徳
律
が
そ
の
認
識
根
襟
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
と
押
せ
ら
れ
る
膚
由
を
と
っ
て
考
へ
て
見
よ
。
膚
由
は
果
し
て
我
々
が
知
的
認
識
の
立
場

に
絡
曝
す
る
限
り
保
讃
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
因
果
の
範
疇
或
ひ
は
實
盤
の
範
疇
或
ひ
は
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

論
の
範
疇
に
立
つ
一
在
來
の
多
く
の
倫
理
學
が
誤
っ
て
立
つ
た
如
く
一
i
認
識
の
立
場
よ
り

如
何
に
し
て
自
今
が
立
署
し
得
る
か
。
か
、
る
範
疇
に
立
つ
認
識
の
立
場
よ
り
（
そ
れ
は
か
、
る

範
疇
と
同
嚇
秩
序
に
立
っ
て
か
、
る
範
疇
を
、
例
へ
ば
因
果
律
の
如
き
を
否
定
す
る
に
せ
よ
事
情

　
　
　
肖
的
論
的
、
表
現
的
、
蒜
詑
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

伊
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哲
議
嫌
藁
騨
寵
四
　
第
二
菅
け
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
血
論
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
ヘ
　
　
へ

は
全
く
同
じ
で
あ
る
）
欝
虜
は
原
理
的
に
立
讃
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
る
○
　
こ
の
事
は
露
由
に
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
永
き
哲
學
の
論
究
の
歴
吏
が
謹
明
し
て
除
り
あ
る
で
あ
ら
う
。
而
も
自
由
は
滋
徳
行
爲
に

於
い
て
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
現
在
の
事
實
で
あ
る
。
我
々
が
當
爲
を
膿
験
し
義
務
を
域
じ
責
任

の
念
に
か
ら
る
》
と
き
は
即
ち
唐
滋
で
あ
る
○
自
由
と
は
當
爲
を
艦
験
し
義
務
を
戚
じ
責
任
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

念
に
か
ら
る
、
事
そ
の
事
に
外
な
ら
な
い
σ
云
ふ
ま
で
も
な
く
霞
由
の
意
識
は
我
々
の
自
歯
が

束
縛
さ
れ
我
々
が
悪
を
爲
す
と
き
に
強
烈
で
あ
ら
う
。
手
足
な
く
し
て
却
っ
て
自
己
の
露
由
を

痛
威
す
る
如
く
、
眞
の
趨
由
人
に
露
由
の
意
識
は
な
い
で
あ
ら
う
。
霞
由
は
兎
に
角
現
在
の
疑
ふ

べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
っ
て
、
若
’
）
之
を
疑
ひ
否
定
す
る
者
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
我
々
は
そ
の
人

に
向
っ
て
、
汝
は
未
だ
道
徳
的
行
爲
を
な
し
た
こ
と
な
き
故
鷺
愚
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
良
由
な
ら

む
と
す
れ
ば
溢
徳
学
行
爲
を
な
し
て
見
よ
と
云
ふ
よ
り
純
な
い
で
あ
ら
う
O
l
か
、
る
禽
歯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

自
由
と
し
て
學
の
内
容
と
す
る
に
は
要
講
と
し
て
立
つ
る
よ
り
外
は
な
い
。
行
爲
に
よ
っ
て
實

験
せ
ら
る
》
も
の
を
隔
子
的
認
識
に
還
元
せ
す
し
て
そ
の
ま
、
に
保
存
す
る
唯
一
の
途
が
要
講

な
る
事
は
こ
、
よ
り
明
か
で
あ
ら
う
○

　
道
徳
の
問
題
に
於
て
最
も
重
大
な
問
題
で
あ
う
又
蹟
の
石
で
あ
っ
た
宮
由
が
、
以
上
の
如
き
遣

徳
の
膚
由
よ
り
涯
別
し
て
行
爲
の
解
由
と
し
て
も
省
ら
る
べ
く
、
又
カ
ン
ト
に
於
て
種
々
考
察
さ

隻
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る
べ
き
問
題
を
残
し
て
み
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
が
》
る
こ
と
は
今
の
私
の
問
題
で
は

な
い
。
現
在
の
問
題
は
實
蹟
酌
な
る
も
の
を
そ
の
ま
、
學
の
内
容
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
如

何
に
し
て
可
能
な
る
か
の
問
題
で
あ
る
○
カ
ン
ト
が
か
、
る
可
能
の
唯
一
の
道
と
し
て
提
出
し

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

た
も
の
が
要
撃
の
滋
で
あ
っ
た
。
　
カ
ン
ト
の
王
徳
形
而
上
學
が
種
々
探
る
可
か
ら
ざ
る
不
純
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
の
を
有
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
の
要
請
の
思
想
は
カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
る
不
朽
の
達

見
に
属
す
る
Q
無
論
こ
の
要
講
は
道
徳
的
行
脚
に
基
く
も
の
故
道
徳
的
行
爲
な
き
人
に
は
永
遠

に
納
得
出
來
、
兼
ね
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
、
る
人
に
と
っ
て
要
撃
は
高
々
要
求
に
過
ぎ
す
、
或
は

假
定
の
如
き
も
の
に
愚
ぎ
な
い
◎
即
ち
何
等
實
在
性
な
き
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
。
要
講
は
純
輝

の
理
論
で
は
な
い
、
純
粋
な
る
認
識
の
立
場
に
於
て
考
へ
ら
蜘
る
も
の
で
は
な
い
。
要
請
は
實
・
践

理
性
と
し
て
の
先
験
的
主
槻
が
理
論
灘
性
に
直
接
的
に
現
れ
た
も
の
に
外
な
ら
澱
。
先
験
的
主

擬
は
何
等
の
意
昧
で
も
封
象
存
在
で
な
き
故
，
要
講
も
麹
象
認
識
の
立
場
よ
り
は
思
惟
す
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
Q
併
し
何
等
の
形
で
も
認
識
と
な
ら
ざ
る
も
の
は
學
の
内
容
と
な
り
得
す
、
而

も
表
現
的
構
造
を
越
ゆ
る
も
の
が
卑
官
認
識
と
な
る
に
は
こ
の
伽
羅
の
途
以
外
に
如
何
な
る
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
絶
版
な
る
先
験
的
主
概
が
學
の
内
容
た
り
得
る
道
は
た
や
要
講
の

道
の
み
で
あ
る
。
『
實
臨
理
性
批
判
』
が
或
は
眞
實
の
意
昧
で
の
滋
徳
形
而
上
學
が
學
と
し
て
成

　
　
　
轟
轟
論
的
、
畿
境
的
、
麟
識
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
學
研
究
　
第
瓢
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

心
す
る
方
法
が
解
群
學
的
方
法
と
異
な
る
要
請
的
方
法
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
ら
う
◎
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

叉
こ
、
よ
リ
カ
ン
ト
の
道
導
律
な
る
も
の
が
、
解
平
潟
的
方
法
に
よ
り
て
達
せ
ら
る
、
法
則
と
、
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

聴
す
れ
ば
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
て
達
せ
ら
れ
た
自
∵
然
法
則
と
全
く
構
造
と
意
義
を
異
に
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
所
以
も
了
解
で
き
る
で
あ
ら
う
。
道
徳
律
は
先
づ
客
槻
製
法
剛
で
な
く
、
次
に
相
劉
的
法
姻
で

な
い
○
然
る
に
元
來
客
観
的
で
な
く
縮
鋼
的
で
な
き
法
則
の
如
き
も
の
は
實
際
に
は
あ
り
得
す
、
か

、
る
も
の
は
實
は
隆
盛
で
な
い
。
如
何
な
る
法
則
も
客
概
・
的
『
意
味
』
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
り
、
之
は
絶
甥
酌
で
あ
り
得
す
必
ず
柏
謝
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
主
概
的
に
し
て
絶
封
的
な
る
萢

　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ

徳
律
は
法
号
で
な
く
寧
ろ
陀
や
そ
れ
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
生
き
π
法
即
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
も
云
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
学
期
遊
撃
は
た
や
か
、
る
生
き
た
法
則
性
を
説
く
に
止
ま
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
う
形
式
主
義
の
誤
謬
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
ら
す
し
て
限
定
的
な

法
期
を
説
く
限
り
抽
象
的
な
形
式
主
義
の
誤
謬
は
原
理
上
逃
れ
得
な
い
の
で
あ
る
Q
そ
し
て
こ

の
事
は
現
實
の
滋
徳
の
事
態
が
相
醤
事
歴
吏
的
な
る
事
實
と
滋
徳
的
天
才
が
入
を
見
て
法
を
説

く
に
止
ま
り
何
等
一
般
的
法
則
を
立
つ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
云
ふ
事
態
よ
り
も
推
察
で
き
る

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
一
1

　
知
の
支
配
の
樺
限
を
決
定
し
て
信
に
優
越
な
地
位
を
輿
へ
よ
う
と
し
だ
カ
ン
ト
の
理
論
理
性



；a87

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
謝
す
る
實
践
理
性
の
優
位
の
思
想
が
以
上
遽
べ
た
如
き
『
要
請
』
の
考
へ
に
至
っ
て
頂
黙
に
達

し
、
こ
、
に
カ
ン
ト
本
來
の
面
目
が
最
も
明
か
に
獲
揮
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
私
の
信
じ
て
疑
ひ
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
所
で
あ
る
。
　
カ
ン
ト
哲
學
不
朽
の
功
業
は
理
論
理
性
の
表
現
的
構
造
を
螢
見
し
、
實
践
理
性
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

形
而
上
學
が
工
専
と
し
て
の
み
成
立
す
る
事
を
道
破
し
た
所
に
存
す
る
。
實
践
理
性
の
優
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

思
想
の
必
然
的
に
鰭
結
す
る
も
の
は
要
講
と
し
て
の
形
而
上
學
の
理
念
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
至

っ
て
主
観
は
蕩
尽
に
主
観
と
し
て
把
へ
ら
れ
て
そ
の
表
現
的
構
造
が
唐
畳
さ
れ
、
『
物
自
刃
』
の
意

義
が
古
き
因
果
的
實
膿
的
範
疇
よ
り
解
放
さ
れ
て
正
當
に
保
持
さ
る
、
と
同
時
に
か
、
る
解
群

學
的
認
識
の
立
場
の
相
甥
主
義
も
明
か
に
さ
れ
、
こ
、
よ
り
實
践
的
道
徳
の
優
位
が
燦
然
と
關
明

さ
る
、
と
共
に
絶
版
の
學
は
た
や
要
講
と
し
て
の
み
成
立
す
る
事
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
要
事
と
し
て
の
形
而
上
學
は
現
在
の
我
々
に
何
を
激
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
カ
ン
ト
は

形
而
上
學
を
眞
實
に
は
唯
滋
徳
の
領
域
に
し
か
認
め
な
か
っ
た
○
之
れ
理
論
と
し
て
の
形
而
上

學
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
彼
の
事
事
よ
り
轟
然
で
あ
り
、
此
に
今
も
猫
否
む
べ
か
ら
ざ
る
不
朽
の

意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
形
而
上
學
が
道
徳
以
外
に
も
種
々
の
領
域
に
亙
っ
て
成
立
す
る
事

は
形
而
上
學
の
要
求
並
び
に
歴
史
よ
り
見
て
否
定
出
軍
な
い
所
で
あ
る
。
將
來
學
と
し
て
現
れ

る
形
而
上
學
が
如
何
な
る
も
の
た
る
べ
き
か
、
こ
の
綿
密
に
省
察
さ
る
べ
き
問
題
は
今
二
、
で
は

　
　
　
鑓
的
論
的
、
喪
現
蛉
、
欝
讃
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
〇

棄
て
去
る
と
す
る
も
、
所
謂
『
絶
醤
』
と
表
現
せ
ら
る
、
も
の
特
に
は
へ
；
ゲ
ル
風
に
『
絶
封
精
神
』
と

云
は
る
、
も
の
の
哲
學
が
形
而
上
學
と
し
て
現
在
の
我
々
に
大
き
な
課
題
た
る
は
明
か
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
。
今
一
ン
ト
の
糖
…
棘
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
風
の
形
而
上
…
學
と
難
も
絶
勤
の
學
だ
る

限
）
は
要
請
の
形
而
上
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
こ
の
理
念
は
古
き
劃
象
形
而
上
學
よ
り
は
及

び
も
付
か
ぬ
新
し
き
理
念
で
あ
っ
て
、
怨
讐
納
蛇
び
に
目
的
論
的
範
疇
に
立
つ
形
蒲
上
學
は
元
々

観
想
的
理
論
に
出
平
し
て
こ
、
に
鰭
結
す
る
故
、
終
講
の
理
念
に
は
全
く
無
緑
で
あ
る
。
要
講
と

し
て
の
形
而
上
學
は
表
現
型
範
疇
に
立
つ
贈
呈
に
し
て
初
め
て
考
へ
ら
れ
る
。
表
現
的
範
疇
に

里
雪
す
る
限
り
枳
封
主
義
は
副
底
攣
る
、
事
が
で
き
な
い
Q
カ
ン
ト
の
『
肖
然
』
認
識
の
立
場
を

出
で
、
『
精
紳
界
』
の
構
成
を
理
解
せ
ん
と
す
る
立
場
に
至
っ
て
は
こ
の
事
が
術
一
層
賜
か
で
あ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
う
。
所
謂
歴
史
主
義
が
こ
の
立
場
の
露
結
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
が
座
職
は
『
客
観
的
精

管
』
の
解
二
野
的
な
『
生
の
哲
學
』
で
あ
る
。
勢
家
表
現
的
繕
造
な
る
も
の
は
歴
吏
的
生
命
に
就
て

明
か
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
『
轟
然
』
を
国
境
と
す
る
理
論
理
性
の
如
き
も
の
に
就
て
は
間
二
題
と
す

ら
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q
然
る
に
か
く
普
漣
に
は
表
現
と
考
へ
ら
れ
ざ
る
平
然
が
既
に
理

論
理
性
の
表
現
的
野
逡
に
よ
っ
て
成
立
す
る
事
を
早
く
明
か
に
し
た
者
が
カ
ン
｝
に
外
な
ら
な

か
つ
だ
の
で
あ
る
。
こ
、
で
重
々
表
現
酌
開
脚
に
よ
っ
て
に
せ
よ
或
は
如
何
な
る
鮒
係
に
よ
つ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
に
せ
よ
既
に
憐
成
せ
ら
れ
た
も
の
は
本
來
の
意
昧
に
絶
て
欝
然
で
あ
る
筈
は
・
な
き
故
、
一
艘
嶽

へ

然
と
は
何
で
あ
る
か
の
最
も
古
き
蒲
も
最
も
根
本
蘭
な
疑
問
が
生
す
る
で
あ
ら
う
。
　
こ
の
長
年

の
間
理
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
り
人
間
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
だ
り
し
π
如
く
考
へ
ら
れ
て
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

當
の
取
扱
を
受
け
て
來
た
慮
然
と
は
本
來
如
何
な
る
も
の
か
。
こ
、
に
所
謂
『
物
肖
膿
』
の
問
題

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
根
源
的
な
自
然
の
問
題
と
し
て
再
び
新
な
解
決
を
要
求
し
興
る
で
あ
ら
う
○
我
々
は
こ
、
に

臼
然
哲
學
が
在
來
の
姿
と
は
全
く
異
り
た
る
も
の
と
し
て
現
れ
薫
る
事
を
拒
否
す
る
事
が
で
き

な
い
。
初
め
よ
り
自
然
の
鼠
ハ
の
姿
を
見
失
っ
て
み
る
近
代
哲
學
が
早
早
的
精
興
或
は
客
観
的
生

命
の
解
騨
學
に
於
て
何
等
深
き
意
味
に
撃
て
欝
然
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
箪
に
精
紳
の
歴
更

主
義
に
隔
ら
う
と
す
る
の
も
蓋
し
こ
、
よ
り
考
へ
る
と
き
は
欝
然
の
事
で
あ
ら
う
。
か
、
る
歴

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

史
直
下
を
純
粋
に
理
論
の
立
場
よ
り
超
克
し
よ
う
と
す
る
事
は
前
に
遍
べ
た
所
よ
り
推
察
で
き

る
如
く
、
實
は
如
何
な
る
亘
人
的
才
幹
を
以
て
す
る
も
永
遠
に
不
可
能
な
事
柄
な
の
で
あ
る
○
歴

史
主
義
の
理
論
的
克
服
は
原
理
上
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
成
就
し
た
と
思
ふ
者
は
知
ら
す
識

ら
す
表
現
的
範
疇
を
棄
て
、
古
き
轡
型
的
か
属
的
論
蘭
か
の
立
場
に
復
悪
し
淀
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

『
絶
甥
精
紳
』
の
形
而
上
學
は
理
論
と
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
理
論
と
し
て
の
『
製
糖
精
神
』
の

形
而
上
學
も
賓
は
一
つ
の
精
紳
科
學
と
し
て
『
客
観
的
精
紳
』
の
一
形
態
に
過
ぎ
な
い
。
帥
ち
絶

　
　
　
縫
酌
論
的
、
表
礎
的
、
辮
謹
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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哲
學
研
究
　
　
第
二
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
二

謝
の
學
も
理
論
た
る
限
が
歴
吏
二
二
急
性
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
原
理
雲
叢
更
的
相
甥

的
な
る
も
の
を
超
歴
吏
的
絶
筆
的
の
も
の
と
主
張
す
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
く
理
論
理
性
の
借
越

な
要
求
に
誤
た
れ
た
乱
し
き
濁
断
的
主
張
に
過
ぎ
ぬ
。
我
々
は
か
、
る
嘉
例
の
最
も
典
型
的
な

る
も
の
を
有
つ
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
が
翻
ち
之
で
あ
る
。
彼
が
『
精
紳
現
象
學
』
に
於
て
精
紳
の
表

現
的
－
辮
讃
法
的
な
構
造
を
如
實
に
知
わ
乍
ら
『
絶
封
精
稗
』
の
哲
學
と
歴
史
欝
欝
に
至
り
、
臼
酌
論

的
範
疇
に
堕
し
た
の
は
こ
の
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
歴
史
圭
義
を
超
克
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
も
の
は
最
早
や
理
論
で
な
く
、
何
等
か
の
意
味
に
於
け
る
實
銭
で
あ
る
○
そ
の
場
合
學
が
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
な
ら
そ
の
學
は
何
等
か
の
意
昧
に
於
て
要
請
と
し
て
の
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
滋
○
『
絶
封
精
…

淋
』
の
形
而
上
學
は
要
請
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
現
代
の
『
生
の
哲
學
』
も
か
、
る
實
践
と
要

請
に
ま
で
突
き
進
ま
な
け
れ
ば
眞
實
の
意
昧
に
於
て
『
生
の
形
而
上
學
』
に
達
す
る
事
は
不
可
能

で
あ
る
。
否
か
、
る
實
蔑
と
要
請
な
き
生
命
は
元
々
眞
實
の
生
命
で
は
な
い
。
『
生
の
哲
學
』
は

も
と
も
と
そ
の
要
求
と
し
て
は
観
想
的
な
認
識
的
態
度
と
雲
上
的
な
情
意
的
行
動
の
統
一
た
る

現
實
の
具
賞
罰
生
活
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
過
去
の
存
在
、
理
性
，
精
稗
、
欝
然
．
物
質
等
の
抽
象
的
概
念

に
代
へ
て
『
生
命
』
な
る
表
現
を
置
き
乍
・
ら
、
表
現
的
悶
係
の
徹
底
的
な
自
軍
に
達
せ
ざ
る
所
よ
り

眞
の
生
命
な
き
生
の
暫
學
に
絡
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
『
生
の
哲
學
』
が
二
二
學
的
立
場
に
留
る
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の
も
之
に
基
く
か
ら
で
あ
り
、
解
題
學
的
立
場
に
溜
る
限
り
叉
こ
の
学
位
を
超
克
す
る
こ
と
も
難

し
い
で
あ
ら
う
。
歴
史
的
意
識
に
よ
っ
て
却
て
歴
史
主
義
を
克
服
し
、
相
封
的
意
識
に
よ
っ
て
却

て
相
封
主
義
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
優
れ
た
意
圖
も
こ
の
實
践
と
要
請
の
境
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
進
ま
ざ
る
限
り
實
現
は
永
遠
に
不
可
能
で
あ
る
。
t
こ
、
に
カ
ン
ト
の
墨
染
の
思
想
が
再
び

新
な
意
義
を
も
つ
て
我
々
に
逼
b
漁
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
併
し
乍
ら
カ
ン
ト
的
要
請
は
果
し
て
解
輝
輝
的
な
相
封
主
義
と
歴
史
主
義
を
逃
れ
る
唯
一
の

可
能
形
態
で
あ
ら
う
か
。
無
論
要
請
の
如
き
理
論
に
行
く
こ
と
な
く
、
一
切
の
表
現
と
解
繹
を
放

下
し
て
只
管
平
定
打
座
の
實
践
に
絶
欝
を
膿
現
し
或
は
正
義
の
實
現
に
小
我
を
塞
じ
て
宇
宙
の

理
に
生
き
る
こ
と
も
相
封
的
な
理
論
の
立
場
を
逃
れ
る
一
つ
の
遽
で
は
め
ら
う
。
併
し
之
は
少

　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
と
も
哲
學
の
否
定
を
意
昧
す
る
。
哲
學
は
何
等
か
の
意
味
で
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し

又
カ
ン
ト
的
要
請
は
絶
醤
の
學
の
唯
一
の
道
で
あ
る
か
。
カ
ン
ト
に
於
て
道
徳
は
何
等
の
形
で

も
『
客
観
的
精
帥
』
た
る
も
の
で
は
な
く
直
ち
に
『
絶
鋤
精
棘
』
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
於
て

『
最
下
精
興
』
は
『
無
毒
的
精
榊
』
を
媒
介
し
勉
む
も
の
で
な
く
軍
に
『
客
槻
的
精
神
』
を
棄
却
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ

の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
Q
カ
ン
ト
哲
學
は
客
親
夢
精
紳
を
敏
く
。
彼
に
曾
て
存
す
る
も
の
は
解
羅

學
的
立
場
の
、
換
言
す
れ
ば
理
論
理
性
の
認
識
に
投
影
さ
れ
だ
表
現
的
關
係
と
、
そ
れ
を
超
克
す
る

　
　
　
富
川
附
論
…
的
、
爽
現
酌
、
卿
諾
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
目
コ
一



；S92

　
　
　
暫
撃
研
究
　
　
…
弟
二
｝
臼
噌
血
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点ハ

M門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

慮
接
的
な
る
超
表
現
的
閣
係
と
に
過
ぎ
な
い
。
具
膿
的
な
現
實
生
活
の
表
現
賄
關
係
は
彼
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

て
見
失
は
れ
て
る
る
。
要
請
と
は
實
臓
か
、
る
解
羅
學
釣
立
場
よ
り
蹄
結
す
る
相
饗
的
立
場
超

克
の
道
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
燭
台
二
五
立
場
は
未
だ
分
別
的
立
場
で
あ
る
Q
要
請

の
思
想
も
未
だ
か
、
る
発
酵
麟
色
調
を
逃
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
要
請
の
理
念
は
抽
象
的
で
あ

る
。
然
ら
ば
具
膿
的
な
現
認
生
活
の
表
現
的
笹
野
と
は
何
を
云
ふ
の
で
あ
る
か
○
そ
れ
は
現
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
行
爲
の
閣
係
郎
ち
廣
き
意
味
に
於
け
る
道
徳
を
云
ふ
に
外
な
ら
な
い
Q
カ
ン
ト
に
超
表
現
的

滋
徳
は
存
し
だ
が
表
現
的
滋
雪
雲
は
な
か
っ
た
。
こ
の
表
現
的
滋
徳
界
こ
そ
具
禮
的
な
滋
徳
艶

歌
在
界
と
し
て
所
謂
客
観
的
精
融
に
平
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
、
に
至
っ
て
告
別
的
立
場
は
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
超
越
せ
ら
れ
行
く
で
あ
ら
う
。
即
ち
『
欝
欝
法
的
な
る
も
の
』
が
漸
次
こ
、
に
顯
と
な
る
。
要

請
の
思
想
も
こ
、
に
至
っ
て
轄
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
『
客
亭
的
面
面
』
の
構
造
一
我

々
は
之
を
先
づ
滋
徳
そ
の
も
の
の
表
現
的
構
造
よ
り
閉
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
十
三

　
カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
て
理
性
の
解
群
學
的
立
場
を
狡
題
し
、
理
性
の
表
現
的
構
造

を
隠
見
し
淀
。
　
そ
し
て
『
實
践
理
性
批
鋼
』
に
至
っ
て
直
ち
に
解
繹
學
的
立
場
を
超
越
し
、
理
性
の

表
現
柔
構
造
を
止
揚
し
よ
う
と
し
た
。
併
し
乍
ら
カ
ン
ト
に
去
て
そ
れ
は
果
し
て
棄
却
な
ら
ぬ



　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
超
越
で
あ
り
否
定
な
ら
ぬ
止
揚
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ば
實
践
理
性
は
カ
ン
塾
の

　
考
へ
癒
如
く
何
等
の
意
昧
で
も
表
現
的
構
造
を
も
た
澱
も
の
で
あ
ら
う
か
。
秀
、
實
践
麗
性
こ
そ

　
最
も
優
越
な
叉
国
里
な
表
現
的
構
造
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
最
も
本
家
的
な
又
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
も
根
源
的
な
表
現
的
關
係
の
世
界
こ
そ
撹
徳
の
世
界
に
外
な
ら
な
い
。
入
格
と
行
爲
の
關
係
が

　
翻
ち
こ
れ
で
あ
ろ
。
入
隅
乏
行
爲
の
實
践
警
醒
係
を
離
れ
て
珂
庭
に
本
塁
的
な
四
徳
が
あ
り
叉

　
且
ハ
馳
阻
的
な
論
表
現
的
畑
田
係
が
藷
の
h
・
得
一
よ
・
つ
か
。
並
剛
に
虫
池
べ
訓
κ
如
く
表
現
〃
的
隙
剛
係
と
は
？
で
れ
肖
麟
賦
に

　
於
て
概
想
的
∴
貫
蹟
的
な
る
富
畳
的
生
命
の
構
造
で
あ
っ
て
、
糊
想
と
實
践
の
特
有
な
る
統
一
聯
…
闘

　
を
な
す
も
の
、
か
～
る
根
源
飽
な
生
命
の
如
實
の
實
在
的
聯
嗣
を
ば
そ
れ
禽
禮
に
予
て
槻
想
的
な

　
態
勢
翻
ち
認
識
的
立
場
に
還
元
す
る
所
に
騰
験
－
表
現
－
了
解
の
解
緯
學
的
立
場
が
成
立
す
る
に
過

　
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
實
在
的
生
命
は
即
ち
常
に
そ
れ
爵
膿
に
於
て
了
解
的
－
行
爲
的
で
あ
る
Q
爵

　
然
科
學
と
精
紳
科
學
は
剛
癒
彊
別
さ
る
、
に
せ
よ
、
カ
ン
｝
が
理
論
哲
婦
に
於
て
立
つ
た
立
場
は

　
か
、
る
實
験
的
な
解
騨
學
的
立
場
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し
今
云
ふ
た
如
く
そ
れ
爵
膿
に
於

．
て
生
命
の
観
想
的
態
度
に
立
脚
す
る
理
論
的
認
識
逆
な
解
騨
學
の
基
底
地
盤
に
濾
箔
、
れ
禽
膿
に

　
於
て
観
想
的
－
實
践
的
な
る
現
實
の
具
膿
的
生
命
が
存
す
る
。
こ
の
生
命
こ
そ
眞
實
に
表
現
的
な

　
る
構
造
を
も
つ
生
命
仁
外
な
ら
な
い
。
こ
の
生
命
が
慶
く
實
践
的
な
る
入
早
筆
行
爲
の
澄
界
郎

鵬
　
　
　
　
魏
伯
漁
的
、
畿
現
酌
、
舞
謹
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
薫
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一
曹
學
輔
僻
究
　
　
第
二
胃
屑
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覇ハ

pハ

ち
滋
徳
で
あ
る
。
萢
徳
は
生
命
の
全
膿
に
亙
り
叉
客
思
的
生
活
形
態
の
基
礎
地
盤
を
な
す
奨
實

の
生
命
の
本
源
的
な
根
本
構
造
で
あ
る
。
道
徳
的
な
ら
ぬ
生
命
は
な
い
。
叉
滋
徳
に
基
か
澱
生

活
形
態
は
な
い
○
　
年
徳
的
な
ら
ぬ
又
道
徳
に
基
か
澱
生
活
と
は
恰
も
行
爲
な
き
生
命
と
同
じ
く

全
く
の
矛
盾
で
あ
り
儒
で
あ
る
。
無
論
溢
徳
も
「
つ
の
客
観
的
生
活
形
態
と
し
て
見
る
と
き
は

半
田
藝
術
法
律
宗
激
等
と
七
並
ぷ
も
の
で
は
あ
ら
う
◎
併
し
學
問
の
下
に
も
藝
術
の
下
に
も
滋

徳
が
あ
り
、
法
律
宗
敏
等
の
F
に
も
滋
徳
が
あ
る
。
即
ち
鬼
瀬
藝
術
法
律
宗
残
忍
は
そ
れ
自
膿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

於
て
本
源
的
に
遊
徳
的
な
る
生
命
の
客
観
的
表
現
形
態
な
の
で
あ
っ
て
、
滋
徳
が
生
命
の
根
本
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

式
と
し
て
之
等
の
表
現
形
態
の
早
馬
的
地
盤
を
な
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
、
が
眞
實
の
表

へ
　
　
へ

現
的
構
造
の
世
募
で
あ
る
。
　
云
ふ
迄
も
な
く
行
爲
に
基
か
澱
反
省
が
あ
り
得
な
い
と
馳
同
じ
く
反

省
の
媒
介
な
き
行
爲
の
如
き
も
の
は
な
い
。
生
命
は
常
に
了
解
的
－
行
爲
的
で
あ
る
、
観
想
的
－
實
践

的
で
あ
る
。
か
、
る
行
爲
實
践
の
世
界
帥
ち
道
徳
界
こ
そ
最
も
優
越
に
表
現
的
範
疇
の
支
配
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
所
で
あ
り
、
こ
の
意
昧
に
於
て
實
践
理
性
こ
そ
眞
實
に
表
現
的
構
造
の
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば

な
ら
澱
。

　
ヵ
ア
ト
の
『
實
践
理
性
批
鯛
』
は
『
純
粋
理
性
批
鯛
』
に
於
け
る
理
性
の
解
鐸
學
平
な
表
境
的
構
造

よ
b
蹄
結
す
る
相
甥
壷
義
的
立
場
を
逃
る
、
た
め
、
眞
實
の
表
現
甲
羅
係
界
な
る
人
絡
的
行
爲
の
「



；Y95

具
魁
的
形
態
を
容
れ
す
し
て
直
ち
に
薩
接
露
な
る
絶
直
写
・
遍
の
當
動
的
限
定
に
進
ん
だ
．
．
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
に
カ
ン
ト
倫
理
の
致
命
的
歓
隔
が
存
す
る
。
カ
ン
｝
倫
理
に
は
人
格
と
行
爲
の
表
現
酌
媒
介

凶
契
機
が
な
い
。
之
れ
カ
ン
ト
が
本
綴
魑
に
説
嘉
納
で
あ
り
叉
同
時
に
興
の
意
昧
で
歴
史
的
な

る
入
格
的
滋
徳
の
立
場
よ
り
出
血
せ
す
、
歴
史
証
食
客
の
意
義
を
少
し
も
明
か
に
な
し
得
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

淀
根
本
の
理
由
で
あ
る
。
厨
謂
形
式
主
義
の
諜
響
・
之
に
基
一
。
カ
ン
・
の
形
式
主
義
の
誤
謬

は
普
通
誤
っ
て
考
へ
ら
れ
る
如
く
、
彼
が
短
期
応
徳
を
若
い
淀
所
に
存
す
る
の
で
は
な
い
。
滋
徳

律
が
生
き
た
法
則
性
と
し
て
滋
徳
の
本
性
を
な
す
事
は
前
に
論
じ
た
如
，
、
で
め
る
。
如
何
な
る

瀧
徳
も
滋
徳
な
る
限
り
か
・
る
意
昧
の
法
期
性
は
有
だ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
讐
．
た
法
則
性
は
」

道
徳
の
§
豊
。
旨
曾
・
§
で
あ
る
Q
だ
が
併
し
そ
れ
は
沈
や
必
要
な
る
條
件
に
過
ぎ
な
い
。

道
徳
は
常
に
充
分
な
る
條
件
を
も
ち
て
仁
恵
に
成
立
す
る
。
こ
の
充
舜
な
る
條
弊
と
は
入
格
と

行
事
の
表
現
遊
底
係
に
外
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
形
式
主
義
の
根
本
謎
謬
は
無
期
性
に

な
く
、
内
實
的
な
人
格
と
行
爲
の
表
現
酌
冬
越
を
敏
く
所
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
必

要
事
件
と
充
分
條
件
が
在
來
の
形
式
内
容
の
範
疇
に
立
つ
外
面
的
醐
係
で
な
き
事
は
乾
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
あ
る
ま
い
。
爾
潜
は
表
現
納
關
係
に
立
つ
の
で
あ
る
○
こ
の
内
實
的
な
表
現
的
…
關
係
を
排
す

る
所
に
カ
ン
ト
の
池
徳
は
『
客
魏
的
精
算
』
を
止
揚
せ
膿
韓
語
な
誘
祀
封
精
紳
』
と
於
ひ
う
、
紅
樹
，
留
超

　
　
　
鶏
酌
論
的
、
表
硯
的
、
欝
識
法
酌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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轡
儲
離
や
獅
響
燈
押
　
猿
二
毒
V
滋
懸
晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
噛
八

越
せ
鎗
絡
勤
と
な
り
、
媒
介
を
含
ま
下
層
接
性
と
な
つ
旋
○
か
＼
溜
る
も
の
が
『
絶
鋼
鼻
紙
』
で
な
く

興
の
．
『
適
評
』
に
雰
ざ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
相
蟹
を
排
し
翻
甥
に
野
立
す
る
菅
野
は
實
は
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や

謝
で
な
く
聰
獅
で
あ
る
。
道
癒
葡
嘗
爲
は
カ
ン
塾
に
於
て
絶
封
の
否
定
性
で
な
く
特
殊
限
定
の

抽
象
的
一
般
性
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
カ
ン
畜
倫
理
の
凹
む
諸
々
の
難
瓢
は
凡
て
か
、
る
意
昧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

形
式
窯
義
に
登
す
る
。
カ
ン
｝
の
『
實
践
理
性
窺
鋼
』
は
表
現
野
心
係
を
輩
に
棄
却
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
っ
て
未
だ
超
越
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
1

　
我
々
は
カ
ン
ト
の
国
記
の
理
念
よ
り
要
講
の
事
實
酌
郷
里
た
る
絶
墨
的
完
結
的
普
遍
性
が
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ

所
に
髄
験
と
し
て
存
す
る
こ
と
を
激
は
る
。
當
爲
の
膿
験
が
下
れ
で
あ
る
○
こ
の
嘗
爲
の
騰
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
客
魏
的
表
現
が
郎
ち
行
爲
に
外
な
ら
な
い
。
道
徳
に
於
け
る
志
野
と
行
爲
は
表
現
醜
瀾
係
に

立
つ
も
の
、
部
ち
當
爲
は
本
願
酌
に
表
現
納
構
造
の
る
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合

気
欝
の
膿
離
そ
の
も
の
は
客
膿
的
写
象
存
在
で
な
く
先
験
酌
主
思
そ
の
も
の
で
あ
ら
う
。
か
、

る
先
験
的
ま
槻
が
入
格
で
あ
る
。
こ
の
入
絡
蘭
主
糊
が
欝
己
を
客
土
化
す
る
事
、
之
が
賓
は
當
爲

の
禮
験
の
本
質
で
あ
り
、
そ
の
内
面
的
要
求
で
あ
り
、
そ
の
内
面
的
登
展
で
あ
る
。
　
か
、
る
當
爲
の

行
爲
へ
の
表
現
が
道
徳
の
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
っ
て
、
之
が
滋
徳
の
充
分
な
る
條
件
を
満

す
も
鉄
之
な
く
し
て
道
徳
は
未
だ
翼
實
に
道
徳
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
。
換
言
す
れ
ば
當
爲
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の
、
膿
験
が
通
、
癖
の
基
礎
・
的
な
必
要
命
玉
を
な
し
そ
の
行
爲
へ
の
表
現
が
、
充
、
分
類
魯
を
な
す
の
で

あ
る
6
何
れ
を
敏
．
い
て
も
恩
徳
は
未
だ
完
全
と
云
ふ
事
が
で
き
蹴
心
行
爲
へ
の
表
現
を
含
ま
ぬ

當
爲
の
如
、
き
も
の
は
あ
り
得
す
、
恰
も
知
り
て
行
は
ざ
、
る
も
の
は
知
に
非
ざ
る
如
く
、
行
、
爲
へ
の
表

現
を
・
含
ま
濾
當
爲
の
如
き
は
實
は
當
、
爲
で
は
な
い
。
少
く
と
も
論
語
的
普
遍
の
主
膿
的
限
定
と

し
て
の
滋
癖
的
當
爲
で
は
な
い
Q
か
、
る
當
駕
は
常
に
客
概
酌
、
表
現
の
要
求
を
含
む
○
同
様
に
、

嘗
爲
の
表
現
、
な
ら
ざ
る
行
爲
は
未
だ
藤
豆
、
前
行
爲
と
は
云
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
○
滋
徳
に
於
て

は
そ
れ
並
行
爲
が
常
に
露
霜
に
塞
く
と
云
ふ
皇
女
、
邸
ち
表
現
的
醐
係
が
そ
の
本
質
的
構
造
を
な

す
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
こ
、
よ
り
我
々
は
表
現
的
闘
係
が
滋
籍
に
本
、
摩
的
な
役
罰
を
演
ず

る
事
を
具
膿
的
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
形
式
旧
徳
は
軍
に
偶
然
的
な
、
事
柄
と
し
て
や
な
く
本

摩
的
必
然
．
的
な
事
柄
と
し
て
こ
の
表
現
的
開
係
を
童
心
、
す
る
所
に
、
或
は
寧
ろ
か
、
る
表
現
的
關

係
に
六
字
す
る
事
に
よ
っ
て
初
め
て
議
了
の
十
全
な
る
道
徳
、
と
な
る
。
柔
な
く
し
て
は
未
だ
磁
、

徳
で
は
な
い
Q
　
在
來
動
機
説
や
結
果
、
説
と
．
欝
せ
ら
筋
て
未
だ
因
果
∴
随
範
・
疇
を
浮
せ
訟
動
機
　
や
結

果
等
、
の
事
、
態
を
見
、
誤
り
た
る
見
解
は
、
當
爲
と
・
細
越
の
表
現
帥
關
係
と
し
て
正
読
な
る
見
解
に
訂

正
さ
れ
な
、
け
れ
ば
な
ら
濾
り

　
か
～
．
る
欝
欝
納
普
遜
の
直
・
擾
的
な
密
議
的
、
限
定
と
し
て
の
滋
徳
納
鴬
爲
の
膿
験
が
そ
の
内
面

　
　
　
斑
醜
弧
戯
的
・
も
幾
的
斗
魏
舳
蹴
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ふ
ん
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墨
銀
碍
撹
第
二
画
五
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

納
要
求
ど
し
て
或
は
霞
軍
勢
野
飼
と
し
て
行
爲
へ
自
ら
を
表
現
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
未
だ
何

等
の
客
槻
的
媒
介
を
経
費
牛
馬
酌
の
狡
展
な
る
故
、
軍
な
る
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
要
求
と
そ
の
實
現

と
し
て
存
す
る
よ
り
外
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
か
、
る
止
む
に
止
ま
れ
澱
と
云
ふ
如
き
全

く
直
接
帥
な
登
く
無
媒
介
の
要
求
に
基
く
行
爲
は
眞
實
の
四
徳
的
行
爲
で
あ
ら
う
か
。
我
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

筆
管
の
道
徳
の
事
態
は
か
、
る
直
接
的
無
媒
介
的
の
事
態
で
あ
ら
う
か
。
前
に
述
べ
π
如
く
意

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

識
は
主
膿
と
客
膿
の
劉
立
撃
無
位
に
於
け
る
圭
膿
の
欝
己
否
定
性
に
成
立
す
る
。
露
畳
と
は
か

、
る
境
位
に
於
け
る
主
膿
の
意
識
で
あ
る
。
今
若
し
痘
徳
が
全
く
直
擾
的
無
媒
介
的
の
事
態
と

す
る
な
ら
ば
そ
こ
に
意
識
や
上
畳
の
存
せ
ぬ
事
は
閉
か
で
あ
る
。
併
し
無
意
識
な
或
は
無
霞
畳

な
事
態
に
成
立
す
る
行
爲
は
果
し
て
道
徳
的
行
爲
で
あ
ら
う
か
。
我
々
の
實
際
の
滋
徳
の
事
態

は
か
、
る
無
意
識
の
或
は
無
脅
畳
の
事
態
で
あ
ら
う
か
。
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
。
道
徳
こ
そ

最
も
媒
介
的
の
も
の
で
あ
り
最
も
自
国
的
の
も
の
で
あ
る
Q
無
意
識
の
行
爲
は
決
し
て
道
徳
的

行
爲
で
は
な
い
。
或
は
滋
徳
が
何
等
か
の
華
燭
で
無
意
識
の
如
き
斌
態
に
も
成
立
す
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
ら
ば
、
そ
れ
は
實
は
無
意
識
で
な
く
超
意
識
の
事
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
私
は
今
直
接

な
る
筆
工
の
膿
験
と
そ
の
行
爲
へ
の
表
現
を
以
て
十
全
な
る
道
徳
の
事
態
と
し
た
。
こ
の
事
態

と
道
徳
の
欝
母
性
や
媒
介
性
の
事
態
と
は
覇
か
に
矛
盾
す
る
○
之
の
矛
盾
は
如
何
に
解
決
さ
る
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べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
紳
現
象
學
』
の
『
滋
徳
的
世
界
槻
』
の
章
に
於
て
カ
ン
ト
倫
理
に
幽
し
痛
酷
な
批

詐
を
加
へ
、
近
く
は
ジ
ム
メ
ル
が
そ
の
『
カ
ン
ト
』
に
於
て
均
し
く
同
…
論
調
の
非
難
を
形
式
主
義

に
醤
し
て
惣
へ
た
如
く
、
軍
に
遣
徳
の
一
本
質
た
る
直
接
性
の
み
を
強
調
し
て
こ
、
よ
り
道
徳
の

本
質
全
乳
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
が
實
は
滋
徳
そ
の
も
の
の
否
認
に
避
く
危
瞼
を
ば
内
在

す
る
事
は
明
か
で
あ
る
○
　
カ
ン
ト
倫
理
が
内
質
的
な
行
爲
の
表
現
的
呼
野
を
含
ま
す
、
そ
の
限
り

客
観
的
行
爲
の
道
徳
で
な
く
當
爲
的
燈
験
の
道
徳
な
る
こ
と
は
前
に
蓮
べ
た
如
く
で
あ
る
。
こ

、
に
形
式
主
義
の
誤
謬
が
存
し
た
Q
形
式
土
嚢
を
徹
底
す
る
と
き
實
は
溢
徳
の
究
極
的
領
値
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

當
爲
の
人
格
的
膿
験
に
基
け
よ
う
と
す
る
カ
ン
ト
の
意
に
反
し
て
人
格
の
縦
陣
批
鋼
で
な
く
外

も
　
　
ヘ
　
　
へ

的
動
作
の
儂
値
批
剣
に
電
化
す
る
危
瞼
に
賂
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
道
徳
に
於
て
は
行
爲
は
入

格
の
表
現
で
あ
り
當
爲
の
客
観
化
で
あ
っ
て
、
行
爲
の
批
判
は
そ
の
主
膿
た
る
人
格
の
批
鋼
で
な

け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
今
論
じ
た
如
く
道
徳
に
實
質
的
な
人
格
行
爲
の
表
現
的
關

係
を
容
れ
、
そ
の
意
味
で
必
要
且
充
分
な
爾
條
件
を
満
す
こ
と
に
よ
っ
て
果
し
て
へ
ー
ゲ
牢
ジ
ム

メ
ル
的
な
形
式
主
義
の
避
難
は
逃
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
Q
我
々
は
明
瞭
に
否
と
答
へ
な
け
れ
ば

な
ら
澱
。
如
何
に
入
格
実
費
の
表
現
的
關
係
を
容
れ
る
に
せ
よ
、
軍
に
絶
群
的
普
遍
の
直
接
限
定

　
　
　
獄
的
論
的
、
幾
現
酌
、
辣
謹
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
畢
研
鍵
第
∴
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

た
る
當
爲
の
表
現
た
る
限
り
未
だ
奨
實
の
唐
畳
を
媒
介
せ
澱
行
爲
に
止
っ
て
が
、
る
行
爲
は
箪

な
る
猫
我
的
主
概
態
に
止
り
何
等
客
凱
的
普
遍
性
を
有
だ
ぬ
と
云
ふ
非
難
は
毫
も
逃
れ
る
事
が

で
き
な
い
。
か
、
る
全
く
の
直
接
無
媒
介
の
行
爲
は
實
は
利
己
的
行
爲
に
陥
…
る
の
で
あ
る
。
こ

の
雰
難
は
先
に
論
じ
た
道
徳
の
露
畳
性
と
直
接
性
の
矛
盾
と
共
に
如
何
に
し
て
逃
れ
得
る
の
で

あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
、
に
初
め
て
我
々
の
問
題
は
『
客
槻
輝
輝
紳
』
の
問
題
に
進
む
。
上
遽
の
矛
盾
と
非
難
を
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
よ
う
と
す
る
限
、
り
我
々
の
思
索
は
當
爲
滋
徳
の
胤
拳
蟹
と
歴
史
性
の
考
察
に
或
ひ
は
…
般
に

滋
徳
の
個
入
性
と
魁
愈
性
、
歴
史
牲
と
超
歴
史
性
の
考
察
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
生

活
は
本
來
的
に
魔
會
的
で
あ
り
叉
次
に
歴
史
酌
で
あ
っ
て
、
遜
徳
も
當
然
本
來
的
に
胱
會
的
且
歴

史
的
な
の
で
あ
る
。
上
述
の
矛
盾
と
非
難
は
凡
て
か
、
る
道
徳
の
歴
史
性
・
と
就
會
性
を
抽
象
す

る
立
場
よ
り
田
つ
る
所
の
形
式
主
義
に
号
す
る
矛
盾
と
非
難
に
外
な
ら
訟
の
で
あ
っ
て
、
形
式
主

義
の
根
本
誤
謬
は
こ
の
溢
徳
誰
び
に
生
命
の
非
就
會
性
と
非
歴
史
性
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
如

何
な
る
道
徳
的
生
活
と
錐
も
魁
會
的
歴
吏
的
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
之
が
現
實
の
生
活
で
あ
る
。

本
塁
的
な
就
會
性
と
歴
史
性
を
抽
離
す
る
立
場
は
凡
て
形
式
主
義
の
談
謬
に
陥
…
る
も
の
と
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
同
時
に
就
會
と
歴
史
の
下
に
も
常
に
母
野
が
存
す
る
。
前
に
述
べ
た
如
く
道
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徳
は
生
活
の
全
騰
に
亙
り
又
凡
ゆ
る
生
活
形
態
の
基
底
た
る
根
源
的
な
興
實
の
生
活
様
式
な
の

で
あ
る
。
こ
、
に
我
々
の
問
題
が
甚
だ
複
雑
し
た
も
の
で
あ
る
事
に
氣
が
つ
く
で
あ
ら
う
。
こ

、
に
『
客
槻
的
精
興
』
と
云
は
や
『
絶
漏
精
紳
』
の
如
き
も
の
の
『
主
帥
的
精
紳
』
に
於
け
る
交
錯
が

存
す
る
の
で
あ
る
○
併
し
前
に
述
べ
た
如
く
か
、
る
眞
實
の
具
膿
的
根
源
的
生
命
に
本
來
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ

質
的
關
係
が
存
す
る
。
錯
綜
し
た
羅
馬
の
問
題
を
解
く
鍵
も
先
づ
こ
の
表
現
的
開
田
に
求
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。
然
ら
ば
こ
の
解
決
の
鍵
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
私
の
考
ふ
る
所
、
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
ば
先
づ
第
一
に
は
我
々
の
生
活
の
最
も
根
源
的
な
る
滋
徳
的
基
底
と
し
て
の
入
絡
共
同
歳
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

或
は
カ
ン
ト
の
所
謂
『
目
的
の
王
國
』
と
、
第
二
に
は
之
に
基
く
客
掘
的
精
紳
と
し
て
の
魁
會
と
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
、
第
三
に
は
そ
の
客
亭
的
表
現
形
態
た
る
槻
念
形
態
の
三
つ
の
も
の
及
び
そ
の
表
現
的
且
辮
誰

法
的
な
る
聯
關
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
観
念
形
態
は
肚
愈
－
歴
史
的
生
活
の
客
槻
的
表
現
で
あ
り
從
っ

て
こ
、
に
は
理
論
的
な
る
表
現
的
確
係
が
支
配
し
、
從
っ
て
又
卓
立
的
な
る
ロ
ゴ
ス
が
存
立
し
、
次

に
鮭
會
－
歴
史
的
生
活
は
よ
り
根
源
酌
に
は
『
臼
的
の
王
國
』
に
基
き
爾
者
の
聞
に
は
實
践
凶
な
る

表
現
的
－
辮
謹
法
的
閥
係
が
支
配
す
る
の
で
あ
る
。
『
昌
的
の
王
國
』
は
麗
麗
封
否
定
性
と
し
て
現

實
の
就
會
－
歴
史
的
生
活
に
即
し
て
の
み
存
す
る
Q
そ
れ
は
表
現
と
し
て
の
欝
然
が
先
よ
う
問
題

と
し
て
残
）
來
つ
た
物
自
燈
と
し
て
の
根
源
鮒
な
膚
然
を
表
現
的
根
糠
と
し
て
有
し
而
も
實
は

　
　
　
疑
的
論
的
、
炎
現
的
、
辮
誼
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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欝
攣
研
究
第
二
百
薫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

か
、
る
根
源
的
女
面
が
π
や
表
現
的
粛
然
に
冒
す
る
絶
醤
否
定
性
と
し
ギ
、
の
み
存
す
る
の
と
事

幡
…
が
同
じ
で
あ
る
。
根
源
的
な
意
味
に
於
て
証
會
と
は
か
、
る
根
源
薗
宮
然
に
於
け
る
根
源
酌

霞
然
を
媒
介
と
す
る
人
格
と
人
格
の
共
同
胤
鼻
詰
ち
『
扇
流
の
王
国
』
で
あ
る
。
現
實
の
歴
吏
及

び
歴
史
的
魁
．
會
は
之
を
表
古
言
－
辮
謹
法
的
な
基
礎
と
す
る
。
こ
、
が
眞
の
臨
書
的
生
活
の
世
界

で
あ
る
。
所
謂
客
掘
幽
幽
紳
と
は
面
謝
否
定
た
る
『
目
的
の
王
國
』
の
…
騨
謹
法
的
基
礎
に
成
立
す

る
魔
會
－
歴
吏
的
生
活
に
外
な
ら
諏
。
そ
し
て
學
問
忍
術
法
制
等
の
生
活
表
現
形
態
は
こ
の
本
來

的
な
道
徳
性
を
生
活
基
礎
と
す
る
種
々
な
る
様
式
の
就
會
－
歴
吏
的
生
活
の
概
念
的
表
現
形
態
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一

　
私
は
こ
れ
等
の
問
題
に
立
ち
入
っ
て
表
現
的
並
び
に
弊
謹
法
的
の
根
本
構
造
を
朋
か
に
す
る

に
先
っ
て
前
よ
り
漏
り
來
つ
た
當
爲
の
直
接
性
と
欝
畳
性
の
問
題
を
以
上
の
暫
定
的
な
思
想
に

郎
し
て
解
湊
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
斎
燈
的
な
貴
慮
に
基
く
我
々
の
道
徳
的
行
爲
は
全
く
個
人
的
入
格
の
事
柄
に
属
す
る
。
何
入

に
も
非
ざ
る
入
間
が
な
き
如
く
二
階
の
行
爲
で
も
な
き
乱
丁
は
な
い
◎
　
こ
の
意
昧
で
絶
封
的
普

遍
は
個
人
縞
入
格
の
事
柄
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
之
は
滋
徳
的
行
爲
の
本
源
的
な

る
鮭
會
性
を
排
す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
寧
ろ
赴
愈
こ
そ
蓮
徳
の
成
立
並
び
に
慰
労
の
場
庚
に
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外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
野
風
は
本
來
胤
呼
野
で
あ
）
又
趾
愈
的
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
入

格
は
も
と
一
就
會
的
で
あ
る
。
人
格
共
同
耳
蝉
の
遊
徳
な
ら
ぬ
道
徳
は
實
は
未
だ
遊
徳
で
は

な
い
。
併
し
叉
我
々
は
墨
入
的
入
格
と
し
て
説
會
に
早
立
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
可

能
性
が
な
け
れ
ば
人
格
の
世
界
に
於
け
る
主
膿
と
客
髄
の
甥
立
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。
意

旧
識
と
酵
母
は
か
、
る
而
立
に
初
め
て
成
立
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
溢
徳
聖
慮
畳
は
か
、
る
入
格

と
魔
羅
の
今
立
的
媒
介
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
こ
の
野
立
と
膚
畳
の
可
能
に
、

換
言
す
れ
ば
精
紳
の
肖
己
否
定
性
の
可
能
に
先
づ
人
格
の
単
極
的
な
意
味
に
於
け
る
露
歯
が
あ

る
。
滋
徳
的
當
爲
の
直
接
性
は
實
は
か
＼
る
若
立
媒
介
の
止
揚
に
よ
る
直
接
性
で
あ
る
。
そ
れ

は
何
等
の
媒
介
な
き
軍
な
る
直
接
性
で
は
な
い
が
、
る
直
接
性
は
現
實
生
活
の
何
庭
に
も
な
い
。

道
徳
に
於
け
る
眞
實
の
直
接
性
は
欝
畳
の
媒
介
を
越
え
た
直
接
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
か
、

る
直
接
性
の
行
爲
へ
の
實
現
、
換
言
す
れ
ば
人
格
共
同
黒
糖
の
實
現
の
行
爲
こ
そ
興
の
人
格
的
良

農
で
あ
り
眞
實
の
馬
蹄
的
な
る
も
の
即
ち
善
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
個
入
的
直
撃
の
行
爲
は
直

ち
に
典
同
祇
會
的
な
る
行
爲
で
あ
る
Q
併
し
燃
立
と
自
畳
可
能
の
換
言
す
れ
ば
膚
己
否
定
可
能

の
溝
極
的
肖
由
に
説
會
か
ら
の
個
入
の
遊
離
の
可
能
性
が
あ
り
こ
、
に
反
殖
徳
的
な
る
も
の
師

ち
悪
の
可
能
が
潜
む
。

　
　
　
樽
的
論
的
、
表
競
的
、
聯
詮
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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折
騨
墨
摺
瞬
究
．
　
筑
謝
二
百
薫
鱗
騎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
七
山
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か
、
る
入
電
共
同
職
會
の
實
現
。
換
言
す
れ
ば
爵
然
を
共
通
の
行
爲
的
媒
介
地
盤
と
す
る
謝
入

交
渉
界
へ
の
こ
の
奪
格
共
同
魔
會
の
車
塵
に
歴
史
的
就
禽
が
成
立
す
る
。
こ
の
膚
然
と
の
共
通

飽
炎
渉
は
空
と
し
て
人
聞
の
麟
己
と
種
族
の
保
存
並
び
に
欲
望
満
足
の
有
機
的
生
活
を
内
容
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
共
同
的
聯
関
が
魔
會
の
意
義
を
構
成
す
る
。
か
、
る
歴
吏
的
就
會
の

滋
．
徳
．
的
或
は
入
興
的
結
合
を
な
さ
し
む
る
も
の
が
今
述
べ
た
人
格
共
同
胤
會
に
外
な
ら
訟
の
で

あ
っ
て
、
之
が
常
．
に
そ
の
道
徳
的
入
格
的
地
盤
を
な
す
○
併
し
こ
の
入
絡
共
同
就
會
は
全
膿
的
に

は
だ
や
歴
曳
的
魁
會
に
幸
し
て
そ
の
絶
甥
否
定
的
根
糠
と
し
て
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
何
慮
に

も
膚
己
の
猫
立
野
存
在
性
を
有
つ
も
の
で
は
な
い
。
か
、
る
歴
史
的
澱
會
に
於
て
膚
然
が
初
め

て
表
現
の
意
瞭
を
．
も
つ
に
至
る
。
耐
愈
に
於
け
る
慮
然
は
皆
表
現
的
野
然
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

意
味
に
於
て
濤
一
然
は
常
に
表
現
に
よ
る
槻
念
性
を
も
つ
○
墜
ち
固
定
的
意
味
を
ば
有
つ
。
か
、

る
唐
然
の
表
現
的
男
雛
だ
る
根
源
的
の
膚
然
は
又
人
格
共
詞
導
燈
と
同
じ
く
表
現
母
宮
然
に
即

し
．
て
そ
の
絶
域
否
定
性
と
し
て
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
か
、
る
根
源
黒
潮
，
然
と
人
格
共
同
冠
會

に
基
く
現
實
の
魁
會
に
し
て
初
め
て
本
塁
の
意
瞭
に
於
け
る
歴
史
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

霞
然
と
人
格
の
交
渉
た
る
根
源
的
な
肖
然
朗
人
格
的
共
同
生
活
の
表
現
元
る
意
昧
を
荷
ひ
こ
の
．

表
現
、
的
性
格
に
墓
く
槻
野
田
紐
帯
に
よ
っ
て
現
實
の
歴
吏
的
斌
會
が
成
立
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
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歴
・
史
は
か
、
る
魁
會
の
歴
史
に
外
な
ら
な
い
Q
　
こ
の
槻
念
的
畑
灘
鑑
は
前
に
述
べ
た
如
く
白
例
己
の

獺
立
的
存
立
性
と
猫
趨
な
法
刻
性
と
を
も
つ
。
か
、
る
掘
念
篭
耳
精
に
基
く
祉
會
は
鴬
に
そ
の

嶺
己
の
存
立
性
と
法
期
性
に
よ
っ
て
入
絡
酌
共
同
説
會
の
地
盤
を
遊
離
す
る
傾
向
を
も
つ
。
こ

れ
が
歴
史
的
魁
會
の
有
す
る
逃
る
べ
か
ら
ざ
る
運
命
な
の
で
あ
る
。
人
類
の
歴
史
は
か
、
る
生

命
の
蓮
華
に
戒
費
す
ゆ
。
。
或
は
か
、
る
寿
命
を
も
つ
の
が
我
々
の
生
命
な
の
で
あ
る
。
　
こ
～
に

曾
て
道
徳
は
人
格
的
共
同
祇
會
實
現
の
行
爲
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
運
命
に
導
爆
し
つ
、
常
に

現
在
を
超
克
し
て
か
、
る
説
會
の
生
活
を
實
現
す
る
も
の
邸
ち
興
の
人
格
的
生
命
が
滋
徳
に
外

な
ち
諏
。
未
來
に
窟
餌
壷
臨
充
塾
し
響
く
生
命
に
究
極
的
な
滋
徳
の
根
源
が
あ
る
。
そ
し
て
甥
立

と
周
章
の
邸
ち
良
己
否
定
の
可
能
の
歯
糞
に
基
く
之
よ
り
の
背
反
が
不
滋
徳
と
な
る
。
　
N
切
の

悪
慧
か
、
る
溝
極
的
夢
解
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
悪
の
内
容
は
人
格
共
同
就
愈
よ
り
の
背
反

に
外
「
な
ら
な
い
。
煮
の
溝
極
酌
膚
歯
に
個
人
的
入
格
の
行
爲
に
し
て
共
同
的
赴
會
性
の
意
義
を

有
た
諏
も
の
が
可
能
と
な
る
。
か
、
る
入
格
的
共
同
聖
心
と
現
實
童
會
の
葛
藤
に
歴
吏
が
成
立

す
る
も
め
に
罪
な
ら
ぬ
。
　
そ
れ
自
陣
に
爆
撃
的
な
存
立
性
と
切
ゴ
ス
の
普
遍
的
な
法
則
性
を
要

求
す
る
概
念
的
表
現
形
態
は
こ
の
歴
更
酌
魔
會
の
生
活
の
非
實
在
納
な
る
客
槻
醜
表
現
で
あ
っ

て
之
の
永
澆
蘭
存
立
牲
と
普
遍
的
法
剛
性
に
非
實
在
的
邸
ち
槻
念
的
で
あ
り
乍
ら
我
々
の
生
活

　
　
　
鑓
的
醗
葡
、
曳
縄
的
、
辣
詮
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
學
研
究
　
第
二
百
薫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

を
超
越
す
る
超
越
性
が
あ
る
。
併
し
歴
史
が
そ
の
轄
換
期
に
逡
み
て
人
格
的
共
同
魁
會
の
地
盤

が
喪
失
す
る
と
き
生
活
は
｛
4
3
機
的
に
魔
し
魏
念
形
懇
は
生
活
の
地
盤
よ
り
遊
離
し
既
に
過
去
的

な
る
観
念
形
態
と
未
來
の
人
格
共
同
証
會
を
志
向
す
る
新
し
き
親
許
形
態
と
の
甥
立
と
な
る
。

世
界
観
の
葛
藤
な
る
も
の
は
入
挙
上
岡
肚
禽
に
基
く
歴
史
的
醗
會
に
出
て
そ
の
人
格
的
個
性
並

び
に
そ
の
類
型
的
共
同
性
に
基
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
客
観
的
精
…
紳
』
と
へ
ー
グ
ル
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
は
か
、
る
歴
史
的
胤
會
と
そ
の

観
念
酌
表
現
態
の
表
現
的
辮
謹
法
的
な
る
聯
閥
を
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
本
特
徴
を

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

形
作
る
も
の
は
歴
雨
性
で
あ
る
。
　
客
観
的
精
興
は
そ
の
本
性
に
於
て
常
に
過
去
酌
性
格
を
も
つ
。

こ
、
に
絶
群
的
な
人
格
典
同
豊
野
に
於
け
る
根
源
酌
生
命
よ
り
の
客
槻
酌
飛
脚
の
分
離
が
生
す

る
。
歴
更
の
未
來
を
遵
き
行
く
も
の
は
客
観
的
精
紳
で
な
く
か
、
る
絶
甥
精
紳
で
あ
る
。
之
が

客
槻
的
精
紳
を
離
れ
て
濁
歪
な
存
在
を
も
た
澱
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
だ
や
客
槻
的
精
融
　
に
邸

し
τ
そ
れ
を
超
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
の
べ
た
如
く
で
あ
る
。
か
、
る
超
越
が
郎
ち

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

絶
醤
否
定
に
鈍
な
ら
譲
。
こ
の
押
脚
否
定
に
し
て
初
め
て
眞
實
の
意
味
に
於
け
る
超
表
現
的
な

る
も
の
が
現
俸
と
な
る
。
　
カ
ン
ト
の
道
徳
的
當
爲
は
軍
な
る
直
接
的
規
定
で
な
く
早
早
的
に
は

以
上
の
如
き
意
馬
に
於
け
る
客
観
的
精
興
に
部
す
る
絶
勤
否
定
と
し
て
の
み
現
實
的
た
り
得
る
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の
で
あ
る
。
こ
、
に
直
接
性
．
と
粛
畳
性
の
矛
贋
が
溝
え
．
形
式
主
義
の
非
難
が
免
れ
得
る
。
そ
し

て
同
時
に
こ
、
よ
リ
カ
ン
ト
の
『
目
的
の
王
室
』
が
カ
ン
ト
の
説
け
る
如
き
抽
象
的
の
も
の
と
は

異
り
て
實
際
に
は
如
上
の
意
義
と
實
在
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
譲
こ
と
も
明
か
で
あ
ら
う
。

　
滋
徳
の
表
現
的
製
造
を
超
越
す
る
所
以
は
た
や
以
上
の
如
き
客
観
的
精
華
の
媒
介
を
止
揚
す

る
絶
勤
否
定
性
に
の
み
考
！
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
、
に
滋
徳
の
眞
實
態
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
か

、
る
意
味
に
於
て
の
み
カ
ン
ト
の
當
耳
翼
徳
説
は
深
き
意
義
を
も
つ
。
然
る
に
カ
ン
ト
の
形
式

圭
義
を
超
克
せ
ん
が
た
め
蓮
徳
に
内
實
的
な
る
表
現
的
關
係
を
容
れ
て
霞
○
環
海
鉾
よ
う
望
σ
島
9
一
（
o
沖

を
説
く
に
至
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
湛
徳
を
ば
た
や
客
観
的
精
紳
に
濫
き
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
却

っ
て
道
徳
の
翼
實
態
に
達
し
得
な
か
っ
た
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
Q
彼
に
於
て
滋
徳
は
歴
史
的

回
転
の
客
槻
的
精
紳
に
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
絶
饗
的
否
定
性
と
し
て
の
人
格
的
共
同
証
會
に

存
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
道
徳
は
『
絶
雲
叢
淋
』
を
敏
く
。
か
、
る
道
徳
は
前
に
遽
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
如
く
本
義
過
去
的
な
る
客
観
的
精
紳
の
本
性
に
経
っ
て
他
律
的
な
る
保
守
的
溢
徳
に
陥
…
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

之
は
與
實
の
自
律
的
な
る
瀧
徳
の
否
定
に
外
な
ら
な
い
。
道
徳
は
最
も
根
源
的
な
る
入
格
共
同

的
生
命
の
根
本
標
式
で
あ
っ
て
生
命
の
歴
史
的
就
曾
的
な
る
表
現
形
態
に
誌
き
る
も
の
で
は
な

い
。
況
や
亭
亭
は
客
観
的
非
實
在
的
な
る
槻
念
形
態
で
は
な
い
。
か
、
る
も
の
の
歴
史
の
過
程

　
　
　
　
全
的
論
的
、
麦
現
的
、
辮
識
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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五
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，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
O

に
於
け
る
建
設
と
就
鋼
と
再
建
の
急
行
を
な
す
も
の
が
道
徳
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
之
が
歴

吏
に
あ
っ
て
同
時
に
超
歴
吏
的
の
も
の
で
あ
る
。
『
絶
甥
精
確
』
と
は
か
》
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
3
8
Q
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
滋
徳
の
媒
介
性
を
強
調
す
る
の
籐
リ
カ
ン
塾
の
嘗
爲
の
薩
接
性
を
棄
て

衣
つ
た
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
當
爲
の
急
な
る
流
鍍
性
の
立
場
は
非
歴
磁
性
の
立
場

に
過
ぎ
．
な
い
。
こ
の
溢
泌
で
カ
ン
｝
に
未
だ
眞
實
の
滋
徳
説
は
な
い
。
同
蒔
に
客
槻
的
精
紳
の

立
場
は
輩
な
る
歴
史
牲
の
立
場
に
懸
ぎ
な
い
。
こ
の
意
味
で
へ
ー
グ
ル
に
も
未
だ
興
實
の
滋
徳

説
憾
な
い
。
眞
實
の
滋
徳
は
根
源
的
に
人
格
典
同
誌
會
的
の
も
の
で
あ
っ
て
表
現
的
な
る
と
伺

時
に
超
表
現
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
こ
、
に
初
め
て
『
辮
讃
法
的
な
る
も
の
』
に
移
）
得
る
場
所
に
到
達
し
た
如
く
思
ふ
○
今

簡
軍
に
筋
遣
を
の
べ
た
冠
鶴
的
精
帥
の
構
造
を
嚴
密
に
購
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
辮
讃
法
的
と

無
論
表
現
的
の
構
造
並
び
に
そ
の
窮
民
を
明
か
ζ
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
私
は
界
磁
法
的
構
造

の
も
の
と
し
て
初
め
て
へ
茎
グ
ル
に
よ
っ
て
唱
へ
ら
れ
、
近
く
は
表
現
的
構
造
の
も
の
と
し
て
デ

ィ
ル
タ
イ
よ
り
新
に
問
題
と
さ
れ
、
ジ
ム
メ
ル
に
於
て
特
殊
な
姿
に
楼
展
し
だ
こ
の
『
客
掘
的
精
紳
』

な
る
も
の
の
眞
實
の
構
造
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
と
る
べ
き
立
場
が
窟
ら
明
か

に
な
っ
て
來
る
と
恩
ふ
Q
（
未
党
）


